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➨㸳学ᖺࠕ㡢ᴦࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ ⏫⏣ 直ᶞ 

２᭶２㸮日㸦㔠㸧 㸲㝵アࢭࢵンࣜࣈ  㸷㸸㸮㸮㹼㸷㸸㸲㸮 

㸯 㢟ᮦྡ 㡢ᴦ࡜ࡇࡿࡍ 

㸰 㢟ᮦ࡚࠸ࡘ࡟ 

 㸲年⏕から継⥆して活動している「࣑ࣗーࣉࢵ࣐ࢡࢵࢪ」の時間。この時間は㸪自分たちでỴめたィ

⏬のもと㸪自分たちの㡢ᴦと向き合っている。また㸪཭だちの㡢ᴦから㸪่⃭を受けて㸪自分たちの㡢

ᴦへ取りධれようとする姿もある。㡢ᴦᐊにあるᴦჾは㸪自⏤に౑うことができる。また㸪ᴦ᭤の㑅ᢥ

も子どもに௵せている。一度㑅ᢥしてみて㸪自分たちには㞴᫆度が会わないᴦ㆕を㑅ᢥしてしまったこ

とに気࡙き㸪より⡆༢に₇ዌすることはできないかなど㸪教ᖌに求めてくることもある。このように一

度試してみる⤒㦂を኱ษにして࡯しいと願っている。この題ᮦを通して㸪自分の㡢ᴦを࣐ࣆࢵンࢢして

いく⤒㦂が✚まれていると考えている。ࡑして㸪ࡑの⤒㦂の重なりが自らの㡢ᴦほの変化や㸪より㏣求

していこうとする姿につながると考え㸪継⥆して実㊶している。 

 第㸳学年の子どもたちとの関わりは㸪１年⏕の時から継⥆している。≉に㸳年⏕になってからの子ど

もたちは㸪小学校⏕活を඘実させていきたいというᛮいがよりᙉくなったようにᛮえる。しかし㸪ᛮい

と⌧実とのᕪがᑡなくないとឤじたのも஦実であった。ࡑのようなことから㸪じっくりと自分の࣌ース

でἐ㢌できる学⩦⎔ቃをᩚえようと考えて⌧ᅾに至る。１１᭶に行った㡢ᴦ会に向けては㸪本校ではึ

となる -�323 の合ዌにࣞࣕࢳンࢪした。ࣜࢥーࢲーࣃートはỴしてᴦとはゝえないメࣟ࢖ࣛ࢕ࢹンであ

った。ᑡしࡎつ一歩一歩ࢶࢥࢶࢥと向き合って࡯しいという教ᖌの願いがᙉかったのも஦実である。⦎

⩦する㐣程での学びあいを኱ษにみとり㸪子ども一ேࡦとりがᑡしࡎつ成長してきたようにᛮえる。

 「࣑ࣗーࣉࢵ࣐ࢡࢵࢪ」の取り組みでは㸪௚者とのアンࢧンࣈルをᴦしむ姿が多くなったと捉えてい

る。௚者の⾲⌧をᢈุ࣭㈹㈶することから㸪自分の㡢ᴦとも向き合える姿がḟ第に多くなった。また㸪

様々な㡢ᴦほに出会うことから㸪自らの㡢ᴦほを᭦新し⥆ける姿も多く見られる。一方で㸪自分で㑅ᢥ

することがᅔ㞴な子どももいる。しかし㸪教ᐊ✵間にᒃるということで㸪ある意࿡㡢ᴦに参ຍしている

と捉えることもできるのではないか。このような教ᖌのᛮいのもと㸪本題ᮦを設定している。「わたし

の㡢ᴦすること」を࣐ࣆࢵンࢢすることから㸪このඛのさらなる「わたしの㡢ᴦすること」へとつなげ

て࡯しい。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸱学ᮇ㸸㸯㸮᫬㛫┠㸭඲㸯㸳᫬㛫㸧

１時間目࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭１㸳時間目 

ȟȥーǸッǯȞップの時᧓ᲢᲮ࠰生からዒዓして活動しているᲣ

やりたいことを㑅ぶ࣭ಶேやࢢルーࣉで考え⦎⩦し㸪発⾲࣭ホ౯஺ὶする㸦ࢡ࢖ࢧルする㸧 

ǯラスみんなでӕりኵもう

 ー᪤⩦᭤㸦㸱年⏕から⌧ᅾまで㸧ࢲーࢥࣜۑ ー㸧ࢲーࢥࣜࣀࣛࣉࢯ㸦「ルーのḷࢸ」ۑ  

 ḷ㞟から㑅んでḷおうۑ 教科᭩ᥖ㍕᭤㸦ḷၐ活動㸧ۑ  

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟

㸦㸯㸧ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ

࣭௰間とともに㸪ᜥをあわせたり㸪ᢿをឤじたりと㸪㡢ᴦすることをᴦしむ。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤

主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点 

 自分㸦自分たち㸧の課題に取り組むۑ

࣭一⥴にあわせてみよう ࣭ここはこうしよう  

࣭あわないな ࣭うまくあった ࣭㏞う ࣭㡢をよく⫈く 

 発⾲する㸦⫈きあう㸧ۑ

࣭すごい ࣭前回よりⰋくなった ࣭ᕤኵしているな 

 をసってみるࣉࢵ࣐ࢡࢵࢪー࣑ࣗۑ

 ー₇ዌするࢲーࢥみんなでḷう࣭ࣜۑ

 れぞれの課題を☜認していくࡑ

㐺ᐅᴦჾのㄪᩚなど 

ともに⾲⌧をᴦしめるように 

発ゝしやすい⎔ቃをつくる 

姿ໃ࣭ḷモ࣭ᜥ࡙かい➼ 

➨㸳学ᖺࠕ⟬ᩘࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ ஂୗ㇂ 明 

２᭶２㸮日㸦㔠㸧 㸲㝵㸿ᐊ  㸷㸸㸮㸮㹼㸷㸸㸲㸮 

㸯 㢟ᮦྡ ᅗᙧ̿ṇከ㠃యをࡿࡃࡘάືを㏻࡚ࡋ㸫

㸰 㢟ᮦ࡚࠸ࡘ࡟ 

ṇ多面体とは、ḟの㸱つの᮲௳をすべて‶たす多面体であり、これら

の᮲௳を‶たす❧体は、ྑに♧した஬✀㢮しか存ᅾしない。 

࣭すべての面が合同なṇ多ゅᙧでできている。 

࣭どの頂点においても、面の㞟まり方が同じである。 

࣭ฝな❧体である㸦へこんでいない㸧。 

本実㊶㸦前時㸧では、まࡎは「１✀㢮の合同なṇ多ゅᙧで❧体をつく

ろう㸟」という構成活動に取り組み、ࡑの㐣程において、出᮶上がった

❧体㸦ṇ多面体㸧にඹ通する≉ᚩを見いだしていく。ࡑの際、ṇ୕ゅᙧ

を６ᯛ⏝いた❧体も出᮶上がることがண想されるが、これは௚の❧体㸦ṇ多面体㸧とのẚ㍑を通して、

␗なる性㉁をもつものとして௰間分けをしていく。ࡑの後、出᮶上がったṇ多面体を見ながら、「ṇ多

面体は全部でいくつあるのだろう」「㸳つしかないのか」「㸦面が㸧ṇභゅᙧではできないのか」とい

った、活動の中から⏕じたၥいや␲ၥをඹ᭷し、自らのၥ題、皆のၥ題としてᛮ考していくようにした

い。 

本実㊶は、᪤⩦である「ᅗᙧのゅ㸦ෆゅの࿴㸧」や「ṇ多ゅᙧと෇࿘の長さ」、「ゅᰕと෇ᰕ」の

学⩦のᘏ長⥺上に఩⨨࡙くものである。これまでの᪤⩦஦㡯を活⏝しながら、ṇ多面体の性㉁をもと

に、見いだしたၥ題をゎỴしていくようにしたい。ࡑして、ṇ多面体はఱ✀㢮あるのか、ṇ多面体は本

当に㸳つしか存ᅾしないのかを考えながら、例えࡤ㸦面が㸧ṇභゅᙧではできない理⏤を、皆で㏣究し

ていく㐣程を኱ษにしていきたい。 

理⏤を考えていくためには、「面のᙧ」や「❧体の見た目」に╔目していた見方にຍえ、「頂点」

や「ゅの㞟まり」に╔目する見方をしていくᚲせがある。ࡑして、頂点に㞟まる面㸦ゅ㸧の数と ��� 度

との関係や、᪤⩦であるෆゅの࿴㸦ṇ多ゅᙧの１つのゅの኱きさ㸧をもとに考えていくことが求められ

る。このように、௚者との数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンを通してၥいを見いだし、᪤⩦஦㡯を⏕かしなが

ら皆で考えていくことや、ᅗᙧを見るど点を᭦新していく営みを኱ษにし、୎ᑀにၥ題ゎỴを進めてい

きたいと考えている。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸰᫬㛫┠㸭඲㸰᫬㛫㸧㸨≉タのᑠ༢ඖ࡚ࡋ࡜タᐃࠋࡓࡋ 

第１時    㸸１✀㢮の合同なṇ多ゅᙧで、❧体をつくり、ṇ多面体の性㉁を見いだす 

第２時㸦本時㸧㸸活動から⏕じたၥいについて考える 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

これまでの᪤⩦஦㡯を活⏝しながら、見いだしたṇ多ゅᙧの性㉁を᮲௳として、なࡐできないのか

をㄝ明することができる。

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 

主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点 

�㸬 ၥ題をᢕᥱする。 

「ṇ多面体は㸳✀㢮しかないのかな㸽 

㸫面がṇභゅᙧではできないのかな㸽㸫」 

�㸬 自ຊゎỴをする。 

�㸬 考えをඹ᭷する。 

�㸬 㸳✀㢮のṇ多面体に対して見出した࣏࢖ント

をもとに見㏉す。

࣭前時の活動をࡩり㏉り、ṇ多面体の性㉁を☜認する。 

࣭ᡭ元にస成した㸳✀㢮のṇ多面体を⨨いて考えていく。 

࣭まࡎは自分で考え、ࡑの後、ᚲせにᛂじて࣑ࣜ࢓ࣇーで考

えていく。 

࣭ṇ多面体を見㏉し、㸳✀㢮のうち、୕ゅᙧで構成されるも

のが㸱✀㢮、ṇᅄゅᙧで構成されるものが１✀㢮、ṇ஬ゅ

ᙧで構成されるものが１✀㢮なのはどうしてなのかについ

て考える。

正ڏ面体 正෕面体 正଴面体 

正十િ面体 正િ十面体 
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